
 

3 感染症のまん延防止対策の徹底・充実 

⑴ 感染症指定医療機関における診療体制等の適切な整備 

勧           告 説明図表番号 

（感染症に係る医療提供体制の整備） 

国及び地方公共団体は、感染症法第 3 条第 1 項に基づき、感染症患者が良

質かつ適切な医療を受けられるよう、必要な措置を講ずるよう努めなければ

ならないとされ、感染症法第 9 条第 1 項に基づく「感染症の予防の総合的な

推進を図るための基本的な指針」（平成 11 年厚生省告示第 115 号。以下「基

本指針」という。）において、医療提供体制の整備等の感染症対策に必要な基

盤を整備する責務を負うものとされている。 

 

（感染症指定医療機関の種類） 

感染症指定医療機関は、感染症法等に基づき、感染症患者に対し早期に良

質かつ適切な医療を提供し、その重症化を防ぐことを担当する医療機関とし

て、厚生労働大臣又は都道府県知事が指定するものであり、担当する感染症

の類型等に応じて、特定感染症指定医療機関、第1種感染症指定医療機関及び

第2種感染症指定医療機関に区分される。 

特定感染症指定医療機関は、新感染症の所見がある者又はエボラ出血熱等

の1類感染症、ＭＥＲＳ等の2類感染症若しくは新型インフルエンザ等感染症

の患者等（注1）の入院を担当させる医療機関として、厚生労働大臣が指定す

る病院である。また、第1種感染症指定医療機関は、1類感染症、2類感染症又

は新型インフルエンザ等感染症の患者等の入院を担当させる医療機関とし

て、都道府県知事が、原則として都道府県に1か所指定する病院である。さら

に、第2種感染症指定医療機関は、2類感染症又は新型インフルエンザ等感染

症の患者等の入院を担当させる医療機関として、都道府県知事が、管内の二

次医療圏（注2）ごとに原則として1か所指定する病院である（以下、感染症法

に基づく1類感染症、2類感染症若しくは新型インフルエンザ等感染症の患者

等又は新感染症の所見がある者を総称して「感染症患者等」という。）。 

（注）1 感染症法第8条では、次のとおり、疑似症患者及び無症状病原体保有者を患者と

みなして感染症法を適用すると定めている。 

ⅰ） 1類感染症の疑似症患者又は2類感染症のうち政令で定めるもの（※）の疑似

症患者については、それぞれ1類感染症の患者又は2類感染症の患者とみなして、

この法律の規定を適用する。 

（※） 平成29年10月現在、結核、ＳＡＲＳ、ＭＥＲＳ及び鳥インフルエンザ

（Ｈ5Ｎ1、Ｈ7Ｎ9）が指定されている。 

ⅱ）新型インフルエンザ等感染症の疑似症患者であって当該感染症にかかってい

ると疑うに足りる正当な理由のあるものについては、新型インフルエンザ等感

染症の患者とみなして、この法律の規定を適用する。 

ⅲ） 1類感染症の無症状病原体保有者又は新型インフルエンザ等感染症の無症状

病原体保有者については、それぞれ1類感染症の患者又は新型インフルエンザ等

感染症の患者とみなして、この法律の規定を適用する。 

2 医療圏は、地域の医療需要に対応して包括的な医療を提供していくための場で

あり、医療資源の適正な配置と医療提供体制の体系化を図るために都道府県が設
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定する地域的単位である。その類型として、二次医療圏（一般の入院医療を提供す

る病床の整備を図るべき地域的単位）、三次医療圏（特殊な医療を提供する病床の

整備を図るべき地域的単位）等がある。 

 

感染症指定医療機関の指定状況については、平成29年4月1日現在、特定感

染症指定医療機関が国内に4か所、第1種感染症指定医療機関が45都道府県に

52か所、第2種感染症指定医療機関が全都道府県に346か所、それぞれ指定さ

れている。第1種感染症指定医療機関については、平成29年4月1日現在、宮城

県及び石川県の2県において未指定となっているが、両県とも速やかに指定す

ることを目指している。 

 

（感染症指定医療機関に求められる診療体制及び医療施設・設備） 

感染症指定医療機関における診療体制や、感染症患者等に対する医療を提

供するに際してその基本となる医療施設・設備について、厚生労働省は、感

染症患者等に対し早期に良質かつ適切な医療を提供し、その重症化を防ぐこ

とが十分に果たされるためには、感染症指定医療機関において、感染症患者

等の診療に携わる医療従事者の確保や医療施設・設備の整備等を通じて、実

効性のある診療体制等が確実に構築されることが必要不可欠であることか

ら、「感染症指定医療機関の指定について」（平成11年3月19日付け健医発第

457号厚生省保健医療局長通知）、基本指針、指定基準、施設基準に関する手

引により、具体的な事項・内容を示している。 

第1種感染症指定医療機関については、診療体制にあっては、①病床数の基

準（以下「基準病床数」という。）は2床（注3）であること、②感染症の医療

の経験を有する医師が常時勤務していること、③重症の救急患者に対し医療

を提供する体制が常に確保されていること等が、医療施設・設備にあっては、

④病室は、1床の感染症病床を設置する個室とし、前室を有すること、⑤病室

内にトイレ及びシャワー室があること、⑥陰圧制御（室内の気圧をその外部

の気圧より低くすること）が可能な空調設備等を有すること、⑦集中治療室

や人工透析を行うことができる設備等を有すること等とされている。 

また、第2種感染症指定医療機関については、診療体制にあっては、①基準

病床数は、二次医療圏の人口に応じたもの（30万人未満は4床、30万人以上100

万人未満は6床等（注3））であること、②感染症の医療の経験を有する医師が

勤務していること、③重症の救急患者に対し医療を提供する体制が常に確保

されていること等が、医療施設・設備にあっては、④病室に設置されている

病床が全て感染症病床であること、⑤病室内又は病室に隣接してトイレ及び

シャワー室があること等とされている。 

（注）3 基準病床数について、厚生労働省は、基本指針において、第1種感染症指定医療

機関にあっては、原則として当該都道府県内に2床とするが、複数の都道府県内の

病床数が1都道府県当たり2床以上となればよいとし、第2種感染症指定医療機関に

あっては、複数の二次医療圏内の人口を勘案して必要と認められる病床数の総和

以上となればよいとして、個々の感染症指定医療機関の病床数がこの基準を満た
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していなくてよいものとしている。 

基準病床数に基づき、都道府県知事は、管内の第1種感染症指定医療機関及び第2

種感染症指定医療機関を指定する際に、その感染症病床数（以下「指定病床数」と

いう。）を決定している。 

 

なお、特定感染症指定医療機関については、厚生労働大臣が直接指定する

ことから、第1種感染症指定医療機関や第2種感染症指定医療機関のような指

定基準は存在しないものの、基本指針においては「総合的な診療機能ととも

に集中治療室又はこれに準ずる設備を有する病院」を指定することとされて

いるほか、厚生労働省は、第1種感染症指定医療機関と同等以上（より強い陰

圧室、より強力な排気装置、病室内の滅菌装置の設置等）の施設であるとし

ている。 

 

（感染症指定医療機関運営費補助金の交付） 

厚生労働省は、感染症指定医療機関の指定に伴う施設整備等の負担軽減を

図るため、感染症指定医療機関に対し、①運営費に関する補助金（感染症指

定医療機関運営費補助金。以下「運営費補助金」という。）、②施設の整備

に関する補助金（保健衛生施設等施設整備費補助金）、③設備の整備に関す

る補助金（保健衛生施設等設備整備費補助金）を国庫補助として交付してい

る。 

このうち、運営費補助金は、感染症指定医療機関の運営の安定のために交

付しているものであり、対象経費は、運営に必要な光熱水料、燃料費、備品

購入費等とされ、特定感染症指定医療機関は1床当たり年額7,714千円を限度

として国が定額を補助し、第1種感染症指定医療機関は4,629千円、第2種感染

症指定医療機関は1,543千円を限度として国と都道府県が2分の1ずつ補助す

るものである。運営費補助金の国からの交付額の推移をみると、平成25年度

は645,674千円、26年度は673,223千円、27年度は701,393千円と増加している。 

 

（感染症指定医療機関に対する指導等） 

感染症指定医療機関を指定した厚生労働省及び都道府県は、感染症法第38

条に基づき、感染症指定医療機関が行う感染症患者等に係る医療について指

導することとされており、感染症指定医療機関が感染症患者等の医療を担当

するのに不適当であると判断した場合、感染症指定医療機関の指定を取り消

すことができるとされている。 

 

（感染症指定医療機関制度に関する指摘） 

感染症指定医療機関をめぐっては、厚生労働科学研究費補助金（新興・再

興感染症及び予防接種政策推進研究事業）を受けて国立研究開発法人国立国

際医療研究センター（特定感染症指定医療機関）が実施した「一類感染症の

患者発生時に備えた治療・診断・感染管理等に関する研究」における「感染
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症指定医療機関における新興感染症患者受け入れ準備に関する調査」（注4）

の結果において、①感染症の専門科の常勤医師や感染管理認定看護師（「感

染管理」の看護分野において熟練した看護技術と知識を有する看護師として

日本看護協会が認定する者）等の確保、②新興感染症（エボラ出血熱、ＭＥ

ＲＳ等）患者発生時に診療に当たるスタッフの確保や労務管理等に関して課

題のあることが指摘されている。 

（注）4 国内の感染症指定医療機関における新興感染症患者の受入れ準備の現状把握と

課題を明らかにすることを目的として、平成27年9月から11月にかけて、特定感染

症指定医療機関、第1種感染症指定医療機関及び第2種感染症指定医療機関の院内

感染対策担当者を対象として実施されたアンケート調査 

 

また、厚生労働省の「一類感染症に関する検討会」の報告書（平成28年6月

10日）では、今後も継続的に検討すべき課題として、感染症指定医療機関に

関し、 

ⅰ）ウイルス性出血熱の患者の受入れには高度な感染管理と我が国における

標準的な集中治療とを同時に提供できる体制が不可欠であるが、現状では、

全ての第1種感染症指定医療機関が高度な感染管理と集中治療を同時に行

うような医療を実施することは困難と考えられるため、第1種感染症指定医

療機関に求められる要件や役割の見直しが必要である、 

ⅱ）感染症指定医療機関における医療提供の在り方について、感染症指定医

療機関間でのネットワークの構築といった柔軟な対応も含めた、指定要件

の見直しや新たな仕組みの検討が必要である 

といった指摘がなされている。 

 

【調査結果】 

今回、調査した検疫所が隔離・停留先として入院委託契約を締結している

感染症指定医療機関を中心として、16都道府県管内の45感染症指定医療機関

（特定感染症指定医療機関4機関、第1種感染症指定医療機関14機関、第2種感

染症指定医療機関27機関）を選定し、感染症患者等の受入れ体制の整備状況

を調査した結果、以下のとおり、受入れ可能な病床数が必ずしも十分に確保

されているとは認め難い状況のほか、感染症法に基づく感染症指定医療機関

制度が、平成11年の感染症法の施行以降、特に大きな変更は行われていない

中、感染症指定医療機関によって医師等の確保や医療施設・設備の整備に係

る対応が区々となっているとともに、指定後における指定基準等との適合状

況の確認や指導が適切に行われていないとみられる状況など、感染症法第3条

第1項に基づき国及び地方公共団体に求められている感染症患者が良質かつ

適切な医療を受けられる体制の整備が適切に確保されているのか危惧される

状況がみられた。 
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ア 感染症患者等の受入れ病床数 

調査した16都道府県管内の第1種感染症指定医療機関及び第2種感染症指

定医療機関の基準病床数、指定病床数及び実際に受入れ可能とする感染症

病床数の実態を照らし合わせたところ、次のとおり、ⅰ）第1種感染症指定

医療機関については、都道府県ごとの基準病床数とされる2床を下回ってい

るものが5都道府県、ⅱ）第2種感染症指定医療機関については、二次医療

圏内の人口に応じた基準病床数を下回り、都道府県内の複数の二次医療圏

内の人口を勘案した病床数の総和によっても基準病床数を満たしていない

ものが10都道府県発生している等、基準病床数が基準として十分機能して

いない状況がみられた。 

① 感染症指定医療機関における基準病床数の充足状況 

調査した16都道府県管内の第1種感染症指定医療機関及び第2種感染症

指定医療機関の指定病床数の整備状況をみると、次のとおり、指定病床

数が基準病床数を満たしていないものがみられた。 

ⅰ）第1種感染症指定医療機関については、都道府県内の全第1種感染症

指定医療機関における指定病床数の合計が、基準病床数とされる2床を

満たしているか確認したところ、16都道府県中4都道府県（25.0％）で

基準病床数を満たさず0床ないし1床となっていた。 

ⅱ）第2種感染症指定医療機関については、都道府県内の全第2種感染症

指定医療機関における指定病床数の総和が、当該都道府県内全ての二

次医療圏内の人口を勘案して必要と認められる基準病床数の総和以上

を満たしているか確認したところ、16都道府県中6都道府県（37.5％）

で基準病床数を満たしていなかった。 

なお、特定感染症指定医療機関については、厚生労働大臣が直接指定

することから、基準病床数は存在しないが、調査した4機関において2床

ないし4床となっていた。 

これらの指定病床数が基準病床数を満たしていない都道府県では、第

1種感染症指定医療機関については、ⅰ）都道府県内に第1種感染症病床

に加え、特定感染症病床が2床あること、ⅱ）複数の都道府県と1類感染

症患者等が複数発生した場合の受入れ協議を行っていることから、不足

する病床の代替措置があるとしている。一方、第2種感染症指定医療機関

については、感染症病床を整備するための敷地面積、建設費、医師等を

確保できる医療機関がないことなどから、指定のめどが立っていないと

している。 

  

② 感染症指定医療機関における実際に受入れ可能な病床数の状況 

上記①の指定病床数に関し、調査した45感染症指定医療機関から結核

病床のみを整備する1機関を除く44機関について、診療体制の実態を踏ま

えた実際に受入れ可能な病床数について聴取したところ、ⅰ）感染症患
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者等の診療に携わる医療従事者の数が不足していること、ⅱ）病室の構

造や院内の動線からみて、他の入院患者への感染拡大を懸念しているこ

と、ⅲ）感染症病床を多床室として整備しているが、実際に感染症患者

等を受け入れる場合、個室に収容するのが適当と判断していること、ⅳ）

指定を受けたばかりで、設備・備品の一部が整備途上であるほか、患者

受入れ訓練が未実施であることを理由に、10機関（22.7％）が指定病床

数どおりに感染症患者等を受け入れることは困難としていた。 

これにより、管内の第1種感染症指定医療機関又は第2種感染症指定医

療機関における受入れ可能な病床数が基準病床数を実際には満たさない

都道府県は、第1種感染症指定医療機関にあっては1都道府県、第2種感染

症指定医療機関にあっては4都道府県発生することになる。 

  

上記①及び②により、基準病床数を満たしていない都道府県は、第1種感

染症指定医療機関については計5都道府県（31.3％）、第2種感染症指定医

療機関は計10都道府県（62.5％）となる。 

また、上記②の指定病床数どおりに感染症患者等を受け入れることが困

難としている10機関の状況をみると、8機関において運営費補助金の交付を

受けているが、中には、次のとおり、指定病床数と実際に受入れ可能な病

床数との間にかい離がみられるもの等がみられた。 

ⅰ） 指定病床数は4床であるが、感染防護措置が不十分な病院構造であるこ

となどから、感染症患者等の受入れはできないとして、近隣の検疫所か

らの検疫感染症患者等に係る入院委託契約の締結要請を拒否しているも

の（運営費補助金については、1床当たりの基準限度額で換算して約4床

分に相当する約290万円の国庫補助の交付を毎年度受けている（平成24年

度から27年度までの4年間で約1,140万円）。） 

ⅱ）指定病床数は16床であるが、医療従事者の確保が不十分であるため、

実際の受入れ可能な病床数は2床であるとしているもの（運営費補助金に

ついては、1床当たりの基準限度額で換算して約15床分に相当する約

1,150万円の国庫補助の交付を毎年度受けている（平成23年度から27年度

までの5年間で約5,760万円）。） 

ⅲ）指定病床数は10床であるが、感染症病室に多床室が含まれるため、個

室として利用すると6人程度の受入れとせざるを得ないとしているほか、

個室1室を感染症外来の診察室として使用し、多床室2室を会議室及び倉

庫として使用している状態にあるもの（運営費補助金については、1床当

たりの基準限度額で換算して約7床分に相当する約550万円の国庫補助の

交付を毎年度受けている（平成23年度から27年度までの5年間で約2,740

万円）。） 
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イ 感染症患者等に対する医師等の体制 

調査した45感染症指定医療機関から結核病床のみを整備する1機関を除

く44機関について、感染症患者等の診療に携わる医師及び看護師の確保状

況をみると、次のとおり、これらの者の配置基準が示されていないことか

ら、感染症指定医療機関によって区々となっていた。 

① 調査した44機関全てにおいて、感染症患者等の診療に携わる常勤の医

師を配置していた。 

また、感染症の医療の経験を有する医師の配置については、どの程度

の経験を有することが必要とされるのかについては指定基準に定めがな

いため、これを感染症専門医（感染症全般に精通する高度な専門知識、

技術等を有する医師として日本感染症学会が認定する者）の配置でみて

みると、感染症の医療の経験を有する常勤の医師を配置するものとされ

ている特定感染症指定医療機関では調査した4機関中2機関(50.0％)、第

1種感染症指定医療機関では調査した14機関中4機関(28.6％)で常勤の感

染症専門医が配置されておらず、配置されている医療機関においても、

その配置数は区々となっていた。 

また、第2種感染症指定医療機関では、感染症の医療の経験を有する

医師を必ずしも常勤で配置するものとなっておらず、調査した26機関中

16機関（61.5％）で常勤の感染症専門医が配置されていなかったが、残

りの10機関（38.4％）では配置されていた。 

 

② 看護師については、感染症に関する経験や知識を有する者の配置の必

要性について指定基準に定めがないため、調査した44機関について、前

述の国立研究開発法人国立国際医療研究センターによる調査結果におい

て、その確保の必要性が指摘されている感染管理認定看護師の配置をみ

てみると、特定感染症指定医療機関及び第1種感染症指定医療機関では調

査した機関（それぞれ4機関、14機関）全てに配置されており、第2種感

染症指定医療機関については、調査した26機関中21機関（80.8％）では

配置されていたが、残りの5機関（19.2％）では配置されていなかった。 

また、感染管理認定看護師が配置されていた医療機関においても、そ

の配置数は区々となっていた。 

 

③ 感染症患者等の診療に携わる医師及び看護師の配置基準については、

指定基準に定めがないため、調査した44機関においては、当該患者1人・

1日当たりに必要となる医療従事者数及び診療チームの編成方針につい

て、症状が安定している場合と重症の場合とで診療チームの体制を事前

に取り決め、医師及び看護師に加え、臨床検査技師及び放射線技師の人

数及び勤務時間を想定したシフト例を作成しているなど具体的に想定し

ていたもの（33機関）がある一方で、感染症の専門科がなく、疑似症患
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者の診療実績もないことから、具体的に想定していないもの（11機関）

があり、感染症指定医療機関によって、対応が区々となっていた。 

 

ウ 感染症患者等に対する必要な医療施設・設備の整備状況 

感染症指定医療機関が備えるべき医療施設・設備の整備状況をみると、

次のとおり、医療機関によって区々となっている状況がみられた。 

① 感染症病室の整備 

調査した45感染症指定医療機関から結核病床のみを整備する1機関を

除く44機関についてみると、特定感染症指定医療機関及び第1種感染症指

定医療機関は、18機関全てにおいて個室で陰圧制御が可能な感染症病室

が整備されている一方、第2種感染症指定医療機関（26機関）については、

個室の感染症病室が一部ないものが12機関、個室の感染症病室が全くな

いものが6機関みられ、うち1機関では、陰圧制御のための設備も整備さ

れていない。 

第2種感染症指定医療機関では、2類感染症又は新型インフルエンザ等

感染症の患者等の入院を担当し、2類感染症には呼吸器感染症のＭＥＲＳ

が含まれているものの、感染症病室の個室化及び陰圧化は義務付けられ

ていないため、個室で陰圧制御が可能な感染症病室が整備されていない

ものがみられるが、その一方で、調査した第2種感染症指定医療機関の中

には、ＭＥＲＳの疑似症患者を受け入れたことを契機に簡易陰圧装置を

整備したものもみられた。 

また、調査した感染症指定医療機関のうち13機関からは、感染症指定

医療機関の指定基準が定められた平成11年当時は、2類感染症の中心はコ

レラ、細菌性赤痢等の腸管感染症であったが、感染症法も改正され、現

在はＭＥＲＳ、鳥インフルエンザ（Ｈ5Ｎ1、Ｈ7Ｎ9）等の呼吸器感染症

に変化していることから、第2種感染症指定医療機関においても、空気感

染や飛沫感染に対応できるよう、個室かつ陰圧制御が可能で前室のある

感染症病室の整備が必要である等の意見が聴かれた。 

 

② 集中治療室の整備 

調査した45感染症指定医療機関のうち、集中治療室の整備状況を把握

することができた43機関についてみると、特定感染症指定医療機関及び

第1種感染症指定医療機関は、18機関のうち17機関でＩＣＵ（Intensive 

Care Unitの略。重篤な急性機能不全の患者を収容し強力かつ集中的に治

療看護を行うための施設）が設置されており、残りの1機関では、ＨＣＵ

（High Care Unitの略。ＩＣＵに準じた機能を持つ高度治療室）が設置

されている。一方、第2種感染症指定医療機関（25機関）については、Ｉ

ＣＵが未設置のものが11機関みられた。 

また、調査した特定感染症指定医療機関及び第1種感染症指定医療機関
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の中には、ＩＣＵ又はＨＣＵを設置しているが、感染症病床とは別棟に

あり、院内感染防止の観点などから、感染症患者等の治療には使用しな

い方針とするもの（6機関）がみられた。 

さらに、感染症指定医療機関は、前述のとおり、指定基準において、

重症の救急患者に対し医療を提供する体制が常に確保されていることが

義務付けられているが、ⅰ）集中治療が必要となった重症患者は、より

高機能の設備を有する他の病院に転院させる方針であること、ⅱ）1類感

染症の患者の集中治療を行うための医療チームを結成するだけの数の医

療従事者がいないこと等の理由から、感染症患者等に対し集中治療を行

うことを想定していない又は困難であるとしているものが5機関（第1種

感染症指定医療機関2機関、第2種感染症指定医療機関3機関）みられた。 

また、調査した感染症指定医療機関のうち11機関からは、ⅰ）感染症

病室内で集中治療を行う必要が生じた場合、人工透析器や人工呼吸器を

室内に持ち込むと、現行の床面積の基準（15㎡以上）では医師や看護師

が治療を行うためのスペースが確保できないおそれがある、ⅱ）1類感染

症患者に対する集中治療を全ての第1種感染症指定医療機関で行うこと

は現実的でなく、医療施設・設備の整った特定感染症指定医療機関で行

う方が望ましいなどの意見が聴かれた。 

  

③ その他の施設・設備の整備 

前述のとおり、感染症指定医療機関の医療施設・設備については、指

定基準及び施設基準に関する手引により具体的な事項・内容が定められ

ているほか、「新しい感染症病室の施設計画ガイドライン」（平成13年5

月1日）（注5）において、感染管理の観点から各施設・設備に係る具体的

な仕様等が示されている。 

（注）5 厚生科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事業）を受けて組織された

「感染症病棟の建築・設備に関する研究会」が作成したもの 

 

しかし、調査した45感染症指定医療機関のうち、感染症病室及び集中

治療室以外の施設・設備の整備状況を把握することができた43機関につ

いてみると、次のように、感染管理の観点から問題となるものなど指定

基準や施設基準に関する手引に適合しないとみられる事例が28機関

（65.1％。内訳は特定感染症指定医療機関3機関、第1種感染症指定医療

機関8機関、第2種感染症指定医療機関17機関）において62件みられた。 

ⅰ）トイレ及びシャワー室については、感染拡大防止の観点から病室内

又は病室に隣接して設置する必要があるが、当該設備が病室内になく、

シャワー室については別階に設置されており、当該設備に至る廊下も

扉等で区画されていない等、動線管理が適切に行われておらず、感染

拡大のおそれがあるもの（2機関3件） 

ⅱ）手洗い設備については、感染防止に係る管理を適切に行うため、患
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者ごとに一処置一手洗いが励行できるよう各病室に設ける必要がある

が、病室内に手洗い設備が設置されていないもの（1機関1件） 

ⅲ）水栓器具については、感染源の器具等への付着や汚染を防ぐ目的か

ら手の指を使わないで操作できる自動水栓やレバー式水栓等とする必

要があるが、水栓の操作が手の指を使う構造となっているもの（2機関

2件） 

 

エ 感染症指定医療機関に対する行政機関の指導等の状況 

以上のとおり、当省が実地に感染症指定医療機関の受入れ可能な病床数、

医師等の体制、病室の構造や設備等の状況を調査したところ、感染症指定

医療機関における対応が区々となっているなど、感染症患者等を適切に受

け入れることができるか危惧される状況にあった。 

他方、今回調査した特定感染症指定医療機関を指導する立場にある厚生

労働省、第1種感染症指定医療機関及び第2種感染症指定医療機関を指導す

る立場にある16都道府県による感染症指定医療機関の診療体制や医療施

設・設備の状況に関する確認、改善指導等の状況をみると、いずれも感染

症患者等の診療に当たる医療従事者の確保状況、重症の感染症患者等に提

供可能な医療施設・設備の整備状況に関する感染症指定医療機関の実情・

実態を把握し、改善指導を行っているものはみられなかった。 

また、厚生労働省及び調査した16都道府県において、次のとおり、感染

症指定医療機関の指定後における医療施設・設備に係る指定基準等の適合

性の維持が危惧される状況がみられた。 

① 指定後における指定基準等の適合状況の確認 

厚生労働省は、感染症指定医療機関の指定後における医療施設・設備

の指定基準等の適合状況に関する確認について、その頻度や機会、範囲、

内容等について何ら定めていないため、同省自体が特定感染症指定医療

機関について確認する方針を有していないほか、16都道府県についてみ

ると、第1種感染症指定医療機関及び第2種感染症指定医療機関について、

ⅰ）確認する方針は特にないとするものが3都道府県、ⅱ）確認する方針

があるとするものが13都道府県みられた。また、確認する方針があると

する13都道府県におけるその内容についてみると、a）運営費補助金の申

請があった感染症指定医療機関について、補助金の交付に当たり確認し

ているとするもの（4都道府県）、b）移転新築や施設の改修があった感

染症指定医療機関について、確認しているとするもの（7都道府県）、c）

感染症の流行期等に確認しているとするもの（3都道府県）など、都道府

県によって区々となっていた。 

 

② 指定基準等に不適合とみられる事例に対する改善指導の状況 

厚生労働省及び調査した16都道府県では、その全てで改善指導の実績
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がなかったが、指定した感染症指定医療機関における医療施設・設備を

当省が実地に調査したところ、指定基準等に不適合とみられ改善指導す

べき事例が、ⅰ）確認する方針は特にないとする同省の指定に係る3機関、

同じく確認する方針は特にないとする3都道府県全てにおける5機関につ

いて、ⅱ）確認する方針があるとする13都道府県のうち、前述のa）から

c）までの確認する機会があった7都道府県では、5都道府県における10機

関についてみられた。 

これらの内容をみると、指定後に指定基準等の適合状況は確認してい

るが、不適合とみられる事例を看過しているもの（5都道府県）のほか、

次のように、確認する方針としながら実際には確認していなかったもの

や不適合とみられる事例を把握しながら改善指導を行っていないものが

みられた。 

a） 感染症指定医療機関の移転新築時に医療設備・施設を実地に確認す

る方針としながら、実際には確認していなかったもの（1都道府県） 

b） ＭＥＲＳの流行期に都道府県内の第2種感染症指定医療機関に対し、

指定基準の適合状況を確認し、不適合とみられる状況を把握しながら、

改善指導を行っていないもの（1都道府県） 

 

オ 感染症指定医療機関の在り方に関する意見 

調査した45感染症指定医療機関からは、感染症指定医療機関の在り方等

に関して、次のように、現行の枠組みや基準の見直しを求める意見が聴か

れた。 

ⅰ）欧米諸国のエボラ出血熱患者発生時の対応を振り返ると、感染症指定

医療機関は治療に加えて感染防止対応などの専門的な知識、技術及び設

備が必要であることを再認識した。当院の体制では、このような診療体

制を確保、維持することは困難である。高度な治療、感染防止を実践す

るためには、感染症指定医療機関間で、初期対応を行う病院、感染症患

者等の本格的な受入れ・治療を行う病院といった機能分担が必要である。 

ⅱ）当院は、地方公共団体が運営する公立病院であり、予算的制約等から

十分な専門医療スタッフの確保が困難である。十分な専門医療スタッフ

の確保が可能な感染症指定医療機関への集約化・拠点化を行ってほしい。 

ⅲ）当院には、1類感染症患者の治療経験がある医師がおらず、1類感染症

の確定患者に対する治療は困難である。特定感染症指定医療機関に感染

症患者等の診療に携わる専門家のチームを設置し、感染症患者等を受け

入れた感染症指定医療機関に同チームを派遣して当該患者等の治療に当

たらせる仕組みを整備してほしい。 

 

【所見】 

したがって、厚生労働省は、感染症指定医療機関における診療体制等の適
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切な整備を図る観点から、次の措置を講ずる必要がある。 

① 全国の感染症指定医療機関を対象として、実効性のある診療体制等が構

築されているかとの観点から、各感染症指定医療機関における感染症患者

等の受入れ可能病床の状況、受け入れた感染症患者等の診察、検査等を行

う医療従事者の状況、運営費補助金の交付状況、感染症患者等への対応を

適切に行うために必要となる医療施設・設備の状況等について、都道府県

と連携して実態把握を行うこと。 

② 上記①の実態把握の結果、個々の感染症指定医療機関に関し、感染症患

者等の受入れ・診療体制等の実効性が確保されていないと認められるもの

や院内感染防止等の観点から現行の指定基準等に照らし問題があると認め

られるものについては、当該感染症指定医療機関や都道府県等の関係機関

とも連携して、その改善に向け的確に対応するとともに、感染症指定医療

機関の診療体制等の整備について推奨すべき取組事例を積極的に収集し、

感染症指定医療機関に対し、情報提供すること。 

③ 上記②の措置では実効性のある診療体制等が確保できないと認められる

ものについては、医療機関における体制面・財政面の実態、感染症の発生

状況等にも留意しつつ、現行の感染症指定医療機関制度の枠組み、指定基

準等について見直しを検討すること。 
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表 3－⑴－1 感染症に係る医療提供体制の整備に関する規定 

○ 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成 10年法律第 114号）＜抜

粋＞ 

（国及び地方公共団体の責務） 

第 3 条 国及び地方公共団体は、教育活動、広報活動等を通じた感染症に関する正しい知識

の普及、感染症に関する情報の収集、整理、分析及び提供、感染症に関する研究の推進、

病原体等の検査能力の向上並びに感染症の予防に係る人材の養成及び資質の向上を図ると

ともに、社会福祉等の関連施策との有機的な連携に配慮しつつ感染症の患者が良質かつ適

切な医療を受けられるように必要な措置を講ずるよう努めなければならない。この場合に

おいて、国及び地方公共団体は、感染症の患者等の人権を尊重しなければならない。 

2・3 （略） 

 

（基本指針） 

第 9条 厚生労働大臣は、感染症の予防の総合的な推進を図るための基本的な指針（以下「基

本指針」という。）を定めなければならない。 

2 基本指針は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

一 感染症の予防の推進の基本的な方向 

二 感染症の発生の予防のための施策に関する事項 

三 感染症のまん延の防止のための施策に関する事項 

四 感染症に係る医療を提供する体制の確保に関する事項 

五 感染症及び病原体等に関する調査及び研究に関する事項 

六 感染症に係る医療のための医薬品の研究開発の推進に関する事項 

七 病原体等の検査の実施体制及び検査能力の向上に関する事項 

八 感染症の予防に関する人材の養成に関する事項 

九 感染症に関する啓発及び知識の普及並びに感染症の患者等の人権の尊重に関する事項 

十 特定病原体等を適正に取り扱う体制の確保に関する事項 

十一 緊急時における感染症の発生の予防及びまん延の防止並びに医療の提供のための施

策（国と地方公共団体及び地方公共団体相互間の連絡体制の確保を含む。）に関する事項 

十二 その他感染症の予防の推進に関する重要事項 

3～5 （略） 

 

○ 「感染症の予防の総合的な推進を図るための基本的な指針」（平成 11 年厚生省告示第 115

号）＜抜粋＞ 

第一 感染症の予防の推進の基本的な方向 

一～四 （略） 

五 国及び地方公共団体の果たすべき役割 

１ 国及び地方公共団体は、施策の実施に当たり、地域の特性に配慮しつつ、相互に連

携して、感染症の発生の予防及びまん延の防止のための施策を講ずるとともに、正し

い知識の普及、情報の収集及び分析並びに公表、研究の推進、人材の養成及び資質の
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向上並びに確保、迅速かつ正確な検査体制の整備並びに社会福祉等の関連施策との有

機的な連携に配慮した医療提供体制の整備等の感染症対策に必要な基盤を整備する責

務を負う。この場合、国及び地方公共団体は、感染症の発生の予防及びまん延の防止

のための施策に関する国際的動向を踏まえるとともに、感染症の患者等の人権を尊重

することが重要である。 

２～４ （略） 

（注）下線は当省が付した。 

 

 

表 3－⑴－2 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成 10年法律第 114

号）（感染症指定医療機関の指定等に関する規定関係）＜抜粋＞ 

（定義等） 

第 6条 

1～11 （略） 

12 この法律において「感染症指定医療機関」とは、特定感染症指定医療機関、第一種感染症

指定医療機関、第二種感染症指定医療機関及び結核指定医療機関をいう。 

13 この法律において「特定感染症指定医療機関」とは、新感染症の所見がある者又は一類感

染症、二類感染症若しくは新型インフルエンザ等感染症の患者の入院を担当させる医療機関

として厚生労働大臣が指定した病院をいう。 

14 この法律において「第一種感染症指定医療機関」とは、一類感染症、二類感染症又は新型

インフルエンザ等感染症の患者の入院を担当させる医療機関として都道府県知事が指定した

病院をいう。 

15 この法律において「第二種感染症指定医療機関」とは、二類感染症又は新型インフルエン

ザ等感染症の患者の入院を担当させる医療機関として都道府県知事が指定した病院をいう。 

16 この法律において「結核指定医療機関」とは、結核患者に対する適正な医療を担当させる

医療機関として都道府県知事が指定した病院若しくは診療所（これらに準ずるものとして政

令で定めるものを含む。）又は薬局をいう。 

17～24 （略） 

 

（感染症指定医療機関） 

第 38条 特定感染症指定医療機関の指定は、その開設者の同意を得て、当該病院の所在地を管

轄する都道府県知事と協議した上、厚生労働大臣が行うものとする。 

2  第一種感染症指定医療機関、第二種感染症指定医療機関及び結核指定医療機関の指定は、

厚生労働大臣の定める基準に適合する病院（結核指定医療機関にあっては、病院若しくは診

療所（第六条第十六項の政令で定めるものを含む。）又は薬局）について、その開設者の同意

を得て、都道府県知事が行うものとする。 

3～9 （略） 

（注）下線は当省が付した。 
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表 3－⑴－3 感染症指定医療機関の指定状況（平成 29年 4月 1日現在） 

区分 機関数 感染症病床数 所在都道府県数 

特定 4 10 4 （千葉県、東京都、愛知県、大阪府） 

第 1種 52 97 45 （宮城県、石川県を除く。） 

第 2種 346 1,735 47  

（注）厚生労働省の資料に基づき当省が作成した。 

 

 

表 3－⑴－4 「感染症指定医療機関の指定について」（平成 11年 3月 19日付け健医発第 457号

厚生省保健医療局長通知）＜抜粋＞ 

１ 指定基準の第３中「第１種病室又は第２種病室の病床数が適当と認められる場合」とは、

次の(1)及び(2)の基準（以下「配置基準」という。）のとおりであること。 

(1) 第１種感染症指定医療機関 

都道府県の区域ごとに１か所 ２床 

(2) 第２種感染症指定医療機関 

   ２次医療圏ごとに１か所。その人口に応じ次の病床数とする。 

30 万人未満 ４床 

30 万人以上 100 万人未満 ６床 

100万人以上 200 万人未満 ８床 

200万人以上 300 万人未満 10床 

300万人以上 12床 

 (3) 大都市部等で配置基準によりがたい事由がある場合は、あらかじめ厚生省と調整をする

こと。 

 

２ 第１種感染症指定医療機関について、指定基準を満たす医療機関がないこと等やむを得な

い事由により、法施行時に指定できない場合には、関係各方面と協議を行い、可及的速やか

に指定予定の医療機関を確定し、当該医療機関の施設の改修等所要の措置を進めること。 

（注）1 下線は当省が付した。 

   2 本表中の「指定基準」については、表 3－⑴－6参照 
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表 3－⑴－5 「感染症の予防の総合的な推進を図るための基本的な指針」（平成 11年厚生省告示

第 115 号）＜抜粋＞ 

（注）下線は当省が付した。 

第四 感染症に係る医療を提供する体制の確保に関する事項 

 一 （略） 

二 国における感染症に係る医療を提供する体制 

１ 厚生労働大臣は、新感染症の所見がある者並びに一類感染症、二類感染症及び新型イ

ンフルエンザ等感染症の患者の入院を担当させる医療機関として、総合的な診療機能と

ともに集中治療室又はこれに準ずる設備を有する病院について、その開設者の同意を得

て、当該病院の所在地を管轄する都道府県知事と協議した上で、特定感染症指定医療機

関を指定することとする。 

２～４ （略） 

三 都道府県における感染症に係る医療を提供する体制 

１ 都道府県知事は、主として一類感染症の患者の入院を担当させ、これと併せて二類感

染症又は新型インフルエンザ等感染症の患者の入院を担当させる医療機関として、総合

的な診療機能を有する病院のうち、法第 38 条第２項に規定する厚生労働大臣の定める基

準に適合するものについて、その開設者の同意を得て、第１種感染症指定医療機関を、

原則として都道府県に１か所指定する。この場合において、当該指定に係る病床は、原

則として２床とすることとする。ただし、地理的条件、社会的条件、交通事情等に照ら

し、一つの病院に複数の都道府県の区域内の一類感染症、二類感染症又は新型インフル

エンザ等感染症の患者の入院を担当させることが効率的であると認められるときは、病

院の所在地を管轄する都道府県知事は、当該指定に係る病床が一都道府県当たり２床以

上となる限りにおいて、当該病院について、当該複数の都道府県の区域内の一類感染症、

二類感染症又は新型インフルエンザ等感染症の患者の入院を担当させる第１種感染症指

定医療機関として指定することができる。 

２ 都道府県知事は、二類感染症又は新型インフルエンザ等感染症の患者の入院を担当さ

せる医療機関として、総合的な診療機能を有する病院のうち、法第 38 条第２項に規定す

る厚生労働大臣の定める基準に適合するものについて、その開設者の同意を得て、第２

種感染症指定医療機関に指定することとする。 

３ 第２種感染症指定医療機関を、管内の二次医療圏（医療法（昭和 23年法律第 205号）

第 30条の４第２項第 12号に規定する区域をいう。以下同じ。）ごとに原則として１か所

指定し、当該指定に係る病床の数は、当該二次医療圏の人口を勘案して必要と認める数

とする。ただし、地理的条件、社会的条件、交通事情等に照らし、一つの病院に複数の

二次医療圏の区域内の二類感染症又は新型インフルエンザ等感染症の患者の入院を担当

させることが効率的であると認められるときは、当該指定に係る病床が当該複数の二次

医療圏の区域内の人口を勘案して必要と認める病床数の総和以上となる限りにおいて、

当該病院について、当該複数の二次医療圏の区域内の二類感染症又は新型インフルエン

ザ等感染症の患者の入院を担当させる第２種感染症指定医療機関として指定することが

できる。 
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表 3－⑴－6 「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第 38 条第 2 項の規定

に基づく厚生労働大臣の定める感染症指定医療機関の基準」（平成 11年厚生省告示第

43号）＜抜粋＞ 

第一 第一種感染症指定医療機関の指定は、次に掲げる要件を満たしているものについて行う

ものとする。 

一 次に掲げる要件を満たす病室(以下「第一種病室」という。)を有していること。 

1  病室の面積及び構造については、次に掲げる要件を満たしていること。 

イ 病室は、一床の感染症病床(医療法(昭和二十三年法律第二百五号)第七条第二項に規

定する感染症病床をいう。以下同じ。)を設置する個室とし、前室(病室に隣接し、当

該病室に外部から出入りする際に常に経由する室をいう。以下同じ。)を有すること。 

ロ 病室内にトイレ及びシャワー室があること。 

ハ 病室の床面積は、建築基準法施行令(昭和二十五年政令第三百三十八号)第二条第三

号に規定する方法による測定で十五平方メートル以上であること。ただし、既存の病

室の修繕を行った病院について指定を行う場合は、この限りでない。 

ニ 病室の天井の高さが二・四メートル以上あること。ただし、既存の病室の修繕を行

った病院について指定を行う場合は、この限りでない。 

ホ 内部の空気が外部に漏れにくいような構造であること。 

2  病室の窓、扉等については、次に掲げる要件を満たしていること。 

イ  外部と前室との間の扉及び前室と病室の間の扉が同時に開かないようにできるこ

と。ただし、都道府県知事が適当と認める場合は、この限りでない。 

ロ 病室から外部までのベッドの出し入れが容易な構造であること。 

ハ 前室と病室との間の扉は、手の指を使用しないで開閉でき、かつ、自動的に扉が閉

まる構造とすること。 

ニ 窓は、気密性が高く、かつ、非常時にのみ開くことができるものであること。 

3  病室の仕上げについては、次に掲げる要件を満たしていること。 

イ 床面及び壁面は、その清掃及び消毒が容易な構造であること。 

ロ 天井は、その清掃が容易な構造であること。 

4  次に掲げる要件を満たす空調設備を有すること。 

イ 空調設備は、全外気方式(屋外の空気のみを給気に用いる方式をいう。)のもの又は

再循環方式(病室からの排気の一部を循環させて給気の一部に用いる方式をいう。)で

あって感染症の病原体を第一種病室等(第一種病室及びこれに隣接する前室をいう。以

下同じ。)内に再流入させないために十分な能力を有するフィルターを備えているもの

であること。 

ロ  当該病院内の第一種病室等の区域(以下「特定区域」という。)に対する給気設備は、

当該病院の他の区域に対する給気設備と同一のものとしないこと。 

ハ 給気設備には、外部に感染症の病原体を飛散させないために十分な能力を有するフ

ィルターが設置され、又は空気の逆流を防止するような機能が設けられていること。 

ニ 特定区域における排気は、当該病院のそれぞれの第一種病室等ごとに行われるもの

であること。 
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ホ 排気設備には、外部に感染症の病原体を拡散させないために十分な能力を有するフ

ィルターが設置されていること。 

ヘ 陰圧制御(それぞれの第一種病室等の内部の気圧をその外部の気圧より低くするこ

とをいう。)が可能であること。 

ト 特定区域内の換気を十分に行う能力を有すること。 

5  給水、排水等については、次に掲げる要件を満たしていること。 

イ 専ら特定区域のための排水処理設備(感染性の排水を消毒又は滅菌できる施設をい

う。)を有すること。 

ロ 病室及び前室にそれぞれ手洗い設備(手洗い、洗面等のための設備をいう。以下同

じ。)が設置されていること。 

ハ 第一種病室等における給水及び給湯のための設備は、逆流を防止するための機能を

有すること。 

ニ ロの手洗い設備の水栓は、手の指を使わないで操作できるものとすること。 

6  面会設備等については、次に掲げる要件を満たしていること。 

イ 面会設備(患者と面会を希望する者とが面会を適切に行うための設備をいう。)を有

していること。 

ロ 病室に電話機及びテレビが設置されていること。 

7  その他次に掲げる要件を満たしていること。 

イ 前室に手袋、マスク、予防衣その他の必要な器具等を専用に収納できる場所がある

こと。 

ロ 吸引機器は、これを介して他の患者等が感染しないような構造であること。 

ハ 第一種病室等の照明設備は、空気が漏れにくい構造とすること。 

二 次に掲げる設備等を有すること。 

1  当該病院で微生物学的検査を迅速に行うことができる設備 

2  一類感染症に係る感染性廃棄物を消毒し、又は滅菌することができる設備 

3  使用した医療器具等を消毒し、又は滅菌できる設備 

4   集中治療室 

5   人工透析を行うことができる設備 

三 病院については、次に掲げる要件を満たしていること。 

1  患者をおおむね三百人以上収容する施設を有すること。ただし、都道府県知事が適当

と認める場合は、この限りではない。 

2  その診療科名中に内科、小児科及び外科を有し、それぞれに常時勤務する医師がある

こと。 

3  感染症の医療の経験を有する医師が常時勤務していること。 

4  重症の救急患者に対し医療を提供する体制が常に確保されていること。 

5  院内感染対策委員会が設けられており、かつ、専任の院内感染対策を行う者を配置し

ていること。 
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第二 第二種感染症指定医療機関の指定は、次に掲げる要件を満たしているものについて行う

ものとする。 

一 次に掲げる要件を満たしている病室(以下「第二種病室」という。)を有すること。 

1  病室に設置されている病床がすべて感染症病床であること。 

2  病室内又は病室に隣接してトイレ及びシャワー室があること。 

3  ベッドの出し入れが容易な構造であること。 

4  床面及び壁面は、その消毒及び清掃が容易な構造とすること。 

5  病室及びトイレに手洗い設備が設置されていること。 

6  5の手洗い設備の水栓は、手の指を使わないで操作できるものとすること。 

7  感染症の排水を適切に処理できる設備を有すること。 

8  第二種病室における給水及び給湯のための設備は、逆流を防止するための機能を有す

ること。 

9  病室に電話機及びテレビが設置されていること。 

二 感染症の医療の経験を有する医師が勤務していること。 

三 微生物学的検査の結果が迅速に得られること。 

四 使用した医療器具等を消毒し、又は滅菌できる設備を有すること。 

五 重症の救急患者に対し医療を提供する体制が常に確保されていること。 

六 院内感染対策委員会が設けられていること。 

 

第三 第一及び第二に定めるもののほか、第一種感染症指定医療機関及び第二種感染症指定医

療機関の指定は、対象区域(第一種感染症指定医療機関にあっては当該都道府県の区域をい

い、第二種感染症指定医療機関にあっては当該指定に係る医療機関の所在地の二次医療圏

(医療法第三十条の四第二項第九号に規定する区域をいう。)をいう。)の人口その他の事情

を勘案し、当該指定に係る医療機関の第一種病室又は第二種病室の病床数が適当と認めら

れる場合に行うものとする。 

（注）下線は当省が付した。 
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表 3－⑴－7 「感染症指定医療機関の施設基準に関する手引きについて」（平成 16年 3月 3日付

け健感発第 0303001号厚生労働省健康局結核感染症課長通知）の概要 

【第 1種感染症指定医療機関】 

指定基準（告示内容） 施設基準に関する手引（主なもの） 

１ 病室の面積及び構造 

・病室は1床の感染症病床を設置する個室とし、前

室を有する

・病室内にトイレ及びシャワー室がある

・病室の床面積は 15 ㎡以上

・病室の天井の高さが 2.4ｍ以上

・内部の空気が外部に漏れにくいような構造

・出入口部に感染予防策を表す標識やサイン等

を表示

・便器はサイホン式、ブローアウト式。洗浄方式は

フラッシュバルブ式

・水（湯）がたまる浴槽を設けるのは好ましくない

・ロッカー等の家具は床面の清掃がしやすい壁掛

け式など

２ 病室の窓、扉等 

・外部と前室との間の扉及び前室と病室の間の扉

が同時に開かないようにできる

・病室から外部までのベッドの出し入れが容易な

構造

・前室と病室との間の扉は、手の指を使用しない

で開閉でき、かつ、自動的に扉が閉まる構造

・窓は気密性が高く、非常時にのみ開くことができ

るもの

・扉が同時に開く構造の場合、扉を同時に開かな

い利用方法を徹底

・病室の気圧制御を定期的に書面に記録

・出入口の幅は 1.2m 以上

・ブラインド等は取り外して洗濯できる構造

３ 病室の仕上げ 

・床面及び壁面は、清掃及び消毒が容易な構造

・天井は、清掃が容易な構造

・床板は、コンクリート造など水等の浸透しがたい

構造

・床面の仕上げは、継目の少ない工法・材料、消

毒薬等による清拭に耐えられる材料、ワックス等

を塗布

・壁面はほこりのたまらない構造

・天井はほこりの除去がしやすい構造

４ 空調設備 

・空調設備は、全外気方式又は再循環方式で、

感染症の病原体を第1種病室等に再流入させな

いフィルターを備える

・特定区域（第1種病室等の区域）に対する給気設

備は、他の区域と同一のものとしない

・給気設備には、外部に感染症の病原体を飛散

させないフィルターが設置又は空気の逆流を防

止する機能がある

・特定区域の排気は、それぞれの第 1 種病室等ご

とに行われる

・排気設備には、外部に感染症の病原体を拡散

させないフィルターが設置

・陰圧制御が可能

・再循環を行う場合、病室・前室ごとに行い、他の

病室等に供給しない、ＨＥＰＡフィルター付再循

環設備を設置

・給気系統にＨＥＰＡフィルター又は空気の逆流

防止に有効なダンパ等を設置

・排気ダクトは単独に末端まで導き、排気ファンは

末端に設置

・病室内は前室に対して陰圧、前室は特定区域

外に対して陰圧

・換気回数は12回/h以上、最小全風量（外気量）

は 2 回/h 以上行う

・室温調整は病室内でも調整可能とする。空調機

器の運転・停止は病室内で行わない
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・特定区域内の換気を十分に行う能力を有する 

５ 給水、排水等 

・特定区域のための排水処理設備を有する 

・病室及び前室にそれぞれ手洗い設備を有する 

・第1種病室等の給水・給湯設備は逆流防止の機

能を有する 

・病室及び前室の手洗い設備の水栓は、手の指

を使わないで操作できる 

・排水処理設備で消毒又は滅菌の上放流 

・手洗い器は水のはね返りが少ない構造、手首ま

で十分に洗える大きさ、水のためられない構造、

オーバーフローは取り外して洗浄できる構造 

・給湯は個別給湯設備による汚染されない方式 

・手洗い設備の水栓は自動・レバー・ペダル式な

ど 

・蛇口はグースネックタイプ等 

６ 面会設備 

・ 面会設備を有する 

・ 病室に電話機及びテレビが設置 

・病室内に入らなくても面会できる設備を設置 

・ナースコール・電話・テレビ等が設置 

・電話はＰＨＳ等の携帯式のものでもよい 

７ その他 

・前室に手袋、マスク、予防衣その他の必要な器

具等を専用に収納できる場所がある 

・吸引機器は、これを介して他の患者等が感染し

ない構造 

・第 1 種病室等の照明設備は、空気が漏れにくい

構造 

・前室に感染性廃棄物・使用済み手袋等の搬出

物の専用保管スペースがある 

・前室に診療器材置場、未使用の予防衣等を保

管するカート置場や棚を設置 

・吸引は特定区域単独系統又はポータブル 

・照明器具等の壁付けスイッチ等は取付ボックス

内に塵埃がたまらない、病室外との空気の流通

が少ない構造 

 

【第 2種感染症指定医療機関】 

指定基準（告示内容） 施設基準に関する手引（主なもの） 

１ 病室に設置されている病床が全て感染症病床 ・第 2 種病室は原則として個室 

・出入口部に感染予防策を表す標識やサイン等

を表示 

２ 病室内又は病室に隣接してトイレ及びシャワ

ー室がある 

・トイレ及びシャワー室が病室内にない場合、トイ

レ及びシャワー室に至る廊下を扉等で他の区域

と区画する 

・便器はサイホン式、ブローアウト式。洗浄方式は

フラッシュバルブ式 

・水（湯）がたまる浴槽を設けるのは好ましくない 

３ ベッドの出し入れが容易な構造 ・出入口の幅は 1.2m 以上 

４ 床面及び壁面は、その消毒及び清掃が容易

な構造 

・床板は、コンクリート造など水等の浸透しがたい

構造 

・床面の仕上げは、継目の少ない工法・材料、消

毒薬等による清拭に耐えられる材料、ワックス等

を塗布 

・壁面はほこりのたまらない構造 

・天井はほこりの除去がしやすい構造 
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５ 病室及びトイレに手洗い設備が設置 ・手洗い器は水のはね返りが少ない構造、手首ま

で十分に洗える大きさ、水のためられない構造、

オーバーフローは取り外して洗浄できる構造 

６ 病室及びトイレの手洗い設備の水栓は、手の

指を使わないで操作できる 

・手洗い設備の水栓は自動・レバー・ペダル式な

ど 

・蛇口はグースネックタイプ等 

７ 感染症の排水を適切に処理できる設備を有す

る 

・公共下水道が整備されている地域は、直接の放

流可 

・直接放流できない場合は、汚水処理槽を設置 

８ 第 2種病室における給水及び給湯のための設

備は、逆流を防止するための機能を有する 

・給水の逆流防止に有効な弁を設置し、第 2 種病

室より下流に一般の水栓を持たない構造 

・給湯は個別給湯設備による汚染されない方式 

９ 病室に電話機及びテレビが設置 ・ナースコール・電話・テレビ等が設置 

・電話はＰＨＳ等の携帯式のものでもよい 

・ロッカー等の家具は床面の清掃がしやすい壁掛

け式など 

（注）施設基準に関する手引に基づき当省が作成した。 
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表 3－⑴－8 感染症指定医療機関の主な要件 

【診療体制】 

区 分 第 1種 第 2種 

基準病床数 原則として 2床 原則として二次医療圏の人口に応じ

た次の病床数 

・30万人未満：4床 

・30万人以上 100万人未満：6床 

・100万人以上 200万人未満：8床 

・200万人以上 300万人未満：10床 

・300万人以上：12床 

感染症の医療の経験を

有する医師 

常時勤務していること 勤務していること 

重症の救急患者に対し

医療を提供する体制 

常に確保されていること 常に確保されていること 

 

【医療施設・設備】 

区 分 第 1種 第 2種 

病室関係 【指定基準（告示内容）】 

・個室（感染症病床）であること 

・前室を有すること 

・病室内にトイレ及びシャワー室が

あること 

【指定基準（告示内容）】 

・病室に設置されている病床が全て感染

症病床であること 

・病室内又は病室に隣接してトイレ及び

シャワー室があること 

 

【施設基準に関する手引】 

・原則として個室 

・前室は設けなくてもよい 

空調設備 【指定基準（告示内容）】 

・陰圧制御が可能であること 

【指定基準（告示内容）】 

（陰圧制御に関する要件なし） 

 

【施設基準に関する手引】 

・空気感染に対応できる病室も設けるこ

とが望ましい 

治療設備 【指定基準（告示内容）】 

・集中治療室を有すること 

・人工透析を行うことができる設備

を有すること 

【指定基準（告示内容）】 

（集中治療室及び人工透析を行うこと

ができる設備に関する要件なし） 

 

（注）1 基本指針、指定基準及び施設基準に関する手引に基づき当省が作成した。 

   2 特定感染症指定医療機関については、厚生労働大臣が直接指定しているため診療体制や医療施設・設備

に関する基準はないが、厚生労働省は、第 1 種感染症指定医療機関と同等以上の基準（より強い陰圧室、

より強力な排気装置、病室内の滅菌装置の設置等）を求めている。 
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表 3－⑴－9 感染症指定医療機関の施設・設備整備等に係る国庫補助制度の概要 

 補助金名 

区分 

感染症指定医療機

関運営費補助金 

保健衛生施設等施設・設備整備費補助金 

施設整備費補助金 設備整備費補助金 

対象経費 感染症指定医療機

関の運営に必要な

次の経費 

1 需用費 

2 役務費 

3 委託料 

4  使用量及び賃 

貸料 

5 材料費 

6 備品購入費 

感染症指定医療機関の新

設、増設又は改築のために

必要な工事費等 

（初度設備費） 

感染症指定医療機関の新設、増

設に伴う初度設備を購入する

ために必要な需要費及び備品

購入費 

 

（その他の設備費） 

特定：新感染症等の重症患者へ

の集中治療体制の強化に

必要な設備を購入するた

めに必要な備品購入費 

第2種：感染症病室簡易陰圧装

置を購入するために必

要な備品購入費 

基準額 特定： 1床当たり

年額 771万

4,000円（補

助率：定額） 

第1種：1床当たり

年額 462万

9,000円（補

助 率 ： 国

1/2、都道府

県1/2） 

第2種：1床当たり

年額 154万

3,000円（補

助 率 ： 国

1/2、都道府

県1/2） 

特定：厚生労働大臣が必要

と認めた額（補助

率：定額） 

第1種：厚生労働大臣が必要

と認めた額（補助

率：国1/2、都道府県

1/2（沖縄県にあって

は、国3/4、沖縄県

1/4）） 

第2種：次の(1)及び(2)によ

り算出された額の合

計額（補助率：国1/2、

都道府県1/2（沖縄県

にあっては、国3/4、

沖縄県1/4）） 

(1)新設、増設及び改

築 

基準単価×基準面

積×厚生労働大臣

の認めた病床数 

(2)改造及び補修 

厚生労働大臣の認

めた額 

（初度設備費） 

特定：13万3,000円×厚生労働

大臣の認めた病床数 

第1種：13万3,000円×厚生労働

大臣の認めた病床数（補

助率：国1/2、都道府県

1/2（沖縄県にあっては、

国3/4、沖縄県1/4）） 

第2種：13万3,000円×厚生労働

大臣の認めた病床数（補

助率：国1/2、都道府県

1/2（沖縄県にあっては、

国3/4、沖縄県1/4）） 

 

（その他の設備費） 

特定：厚生労働大臣が必要と認

めた額（補助率：定額） 

第2種：432万円×厚生労働大臣

が必要と認めた病床数

（補助率：国1/2、都道

府県1/2（沖縄県にあっ

ては、国 3/4、沖縄県

1/4）） 

補助金交付

要綱 

医療施設運営費等

補助金及び中毒情

報基盤整備事業費

補助金交付要綱 

保健衛生施設等施設・設備整備費国庫補助金交付要綱 
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（注） 「医療施設運営費等補助金及び中毒情報基盤整備事業費補助金交付要綱」（平成 23年 3月 31日付け厚生

労働省発医政 0331 第 31 号厚生労働事務次官通知）及び「保健衛生施設等施設・設備整備費国庫補助金交

付要綱」（昭和 62年 7月 30日付け厚生省発健医第 179号厚生事務次官通知）に基づき当省が作成した。 

 

 

表 3－⑴－10 感染症指定医療機関の施設・設備整備等に係る国庫補助金の交付実績 

（単位：機関、千円） 

補助金名 種別 
平成 25 年度 26年度 27年度 

機関数 交付額 機関数 交付額 機関数 交付額 

運営費補

助金 

特定 2 22,239 2 29,354 4 52,104 

第 1種 37 78,295 39 88,496 42 101,046 

第 2種 230 545,140 231 555,373 235 548,243 

計 269 645,674 272 673,223 281 701,393 

施設整備

費補助金 

特定 1 3,814 1 201 0 0 

第 1種 4 64,813 4 66,722 6 281,125 

第 2種 3 9,787 17 47,100 11 30,122 

計 8 78,414 22 114,023 17 311,247 

設備整備

費補助金 

特定 0 0 1 266 0 0 

第 1種 3 283 0 0 3 265 

第 2種 5 10,264 8 28,857 10 25,888 

計 8 10,547 9 29,123 13 26,153 

（注）厚生労働省の資料に基づき当省が作成した。 
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表 3－⑴－11 感染症指定医療機関に対する指導等に関する規定 

○ 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成 10年法律第 114号）＜抜

粋＞ 

（入院患者の医療）  

第 37条 都道府県は、都道府県知事が第十九条若しくは第二十条（これらの規定を第二十六

条において準用する場合を含む。）又は第四十六条の規定により入院の勧告又は入院の措置

を実施した場合において、当該入院に係る患者（新感染症の所見がある者を含む。以下こ

の条において同じ。）又はその保護者から申請があったときは、当該患者が感染症指定医療

機関において受ける次に掲げる医療に要する費用を負担する。  

一 診察  

二  薬剤又は治療材料の支給  

三  医学的処置、手術及びその他の治療  

四  病院への入院及びその療養に伴う世話その他の看護  

2 都道府県は、前項に規定する患者若しくはその配偶者又は民法（明治二十九年法律第八十

九号）第八百七十七条第一項に定める扶養義務者が前項の費用の全部又は一部を負担するこ

とができると認められるときは、同項の規定にかかわらず、その限度において、同項の規定

による負担をすることを要しない。 

3 第一項の申請は、当該患者の居住地を管轄する保健所長を経由して都道府県知事に対して

しなければならない。 

 

（感染症指定医療機関） 

第 38条 特定感染症指定医療機関の指定は、その開設者の同意を得て、当該病院の所在地を

管轄する都道府県知事と協議した上、厚生労働大臣が行うものとする。 

2 第一種感染症指定医療機関、第二種感染症指定医療機関及び結核指定医療機関の指定は、

厚生労働大臣の定める基準に適合する病院（結核指定医療機関にあっては、病院若しくは診

療所（第六条第十六項の政令で定めるものを含む。）又は薬局）について、その開設者の同

意を得て、都道府県知事が行うものとする。 

3 感染症指定医療機関は、厚生労働大臣の定めるところにより、前二条の規定により都道府

県が費用を負担する感染症の患者及び新感染症の所見がある者の医療を担当しなければな

らない。 

4 特定感染症指定医療機関は、第三十七条第一項各号に掲げる医療のうち新感染症の所見が

ある者並びに一類感染症、二類感染症及び新型インフルエンザ等感染症の患者に係る医療に

ついて、厚生労働大臣が行う指導に従わなければならない。 

5 第一種感染症指定医療機関は、第三十七条第一項各号に掲げる医療のうち一類感染症、二

類感染症及び新型インフルエンザ等感染症の患者に係る医療について、厚生労働省令で定め

るところにより都道府県知事が行う指導に従わなければならない。 

6 第二種感染症指定医療機関は、第三十七条第一項各号に掲げる医療のうち二類感染症及び

新型インフルエンザ等感染症の患者に係る医療について、厚生労働省令で定めるところによ

り都道府県知事が行う指導に従わなければならない。 
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7 結核指定医療機関は、前条第一項に規定する医療について、厚生労働省令で定めるところ

により都道府県知事が行う指導に従わなければならない。 

8 感染症指定医療機関は、その指定を辞退しようとするときは、辞退の日の一年前（結核指

定医療機関にあっては、三十日前）までに、特定感染症指定医療機関については厚生労働大

臣に、第一種感染症指定医療機関、第二種感染症指定医療機関及び結核指定医療機関につい

ては都道府県知事にその旨を届け出なければならない。 

9 感染症指定医療機関が、第三項から第七項までの規定に違反したとき、その他前二条に規

定する医療を行うについて不適当であると認められるに至ったときは、特定感染症指定医療

機関については厚生労働大臣、第一種感染症指定医療機関、第二種感染症指定医療機関及び

結核指定医療機関については都道府県知事は、その指定を取り消すことができる。 

 

○ 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行規則（平成 10年厚生省令第

99号）＜抜粋＞ 

（都道府県知事の指導） 

第 21条 都道府県知事は、感染症指定医療機関であって大学の付属病院その他教育又は研究

を主たる目的とするものに対し、法第三十八条第五項 、第六項又は第七項に規定する指導

を行うに当たっては、これらの教育又は研究に不当に関与しないよう配慮するものとする。 

（注）下線は当省が付した。 

 

 

表 3－⑴－12 「感染症指定医療機関における新興感染症患者受け入れ準備に関する調査」（厚生

労働科学研究費補助金（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業）一類感

染症の患者発生時に備えた治療・診断・感染管理等に関する研究）＜抜粋＞ 

E. 結論 

全国の特定・第一種および第二種感染症指定医療機関（結核病床のみを有する施設を除く）

を対象に自記式質問紙票を用いて横断研究を行った。その結果、特定・第一種感染症指定医療

機関に関しては、専門スタッフ、特に感染症内科、成人および小児集中治療科常勤医師の確保、

患者の管理および治療、感染性廃棄物や遺体の処理や小児や妊婦、外国人といった対応が難し

い事例への準備、新興感染症患者発生時に診療に当たるスタッフの確保、労務管理などに関し

て課題があることが、また第二種感染症指定医療機関に関しては、専門スタッフ、特に感染症

内科、呼吸器内科、成人および小児集中治療科常勤医師、感染管理認定看護師の確保、マニュ

アルやガイドラインの整備、感染性廃棄物や EVD疑い患者発生時に施設から特定および第一種

感染症指定医療機関への患者搬送に関する準備、新興感染症患者発生時に診療に当たるスタッ

フの確保、労務管理などに関して課題があることがわかった。 

今後、今回の調査で明らかになった課題に対する解決策を検討していくと共に定期的に評

価、フィードバックを継続していくことが重要であると考えられた。 

（注）下線は当省が付した。 
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表 3－⑴－13 「一類感染症に関する検討会報告書」（平成 28年 6月 10日一類感染症に関する検

討会）＜抜粋＞ 

２．今後の課題 

（１）特定及び第一種感染症指定医療機関に求められる要件 

平成 28 年 4月 14日現在で、全国の 51医療機関が特定及び第一種感染症指定医療機関と

して認定されている。また、現状では、特定及び第一種感染症指定医療機関の指定要件に

は、隔離病床の基準や設備や診療科などの要件は含まれているが、当該医療機関で提供可

能な医療の内容(いわゆる、ソフト面)に関する要件は含まれていない。 

しかしながらＮＣＧＭでの疑似症患者受け入れの経験及び、他の先進諸国におけるエボ

ラ出血熱症例への対応を踏まえると、ウイルス性出血熱患者の受け入れには高度な感染管

理と我が国における標準的な集中治療とを同時に提供できる体制が不可欠であると考えら

れる。第一種感染症指定医療機関の現状を鑑みるに、現状では、全ての第一種感染症指定

医療機関が高度な感染管理と集中治療を同時に行うような医療を実施することは困難と考

えられる。ウイルス性出血熱は、日本では昭和 62年にラッサ熱患者が 1例報告されている

のみであるが(平成 28年 4月現在)、ウイルス性出血熱患者が国内で発生する場合に備え、

第一種感染症指定医療機関に求められる要件や機能分担を行うなどして役割を見直す必要

がある。 

また、特定及び第一種感染症指定医療機関に求められる要件や役割が見直された場合、

患者の移送体制を整備することが、今後、今以上に喫緊の課題となる。新たなウイルス性

出血熱患者の発生に備え、患者発生地域や患者報告数等の疫学情報等を踏まえた対応方針

を整理することが求められる。 

（２）感染症指定医療機関における医療提供のあり方 

検討会では、隔離病床における集中治療が可能な体制の確保について意見が出された。

特に、隔離措置が必要な感染症患者は、一定の頻度で発生するものではなく、不定期に一

時的に発生する。そのため、持続した隔離病床の運用が求められる一方で、運用における

問題点が生じる。その特殊性を鑑み、例えば、感染症指定医療機関間での診療支援体制(感

染症専門従事者の派遣や患者の受け入れなど)や集中治療を専門とする医療関係者を外部

から招聘できるよう登録制の医療チームを創設するなど、施設間の垣根を超えた柔軟な運

用が可能となる仕組みの整備について検討がなされた。以上のようなネットワークの構築

といった柔軟な対応も含め、今後、指定要件の見直しや新たな仕組みの検討が必要と考え

られる。 

（３）～（８） （略） 

 

３．おわりに 

  検討会では、平成 26～27年の、我が国におけるエボラ出血熱の疑似症患者対応の経験を踏

まえ、かつ有識者からの意見も踏まえ手引きをとりまとめた。その際、検討会で出された議

論や意見について、今後も継続的に検討すべき課題を中心に、検討会報告書として、手引き

を補足する目的でとりまとめた。今後、厚生労働省において、対応体制の構築や制度改正等

の際に、本報告書で指摘した課題について適切に検討がなされることを期待する。 

（注）下線は当省が付した。 
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表 3－⑴－14 調査した都道府県のうち、管内の感染症指定医療機関における受入れ可能な病床

数が基準病床数を下回るもの 

【第 1種感染症指定医療機関】                      （単位：床） 

都道府県 
基準病床数 

（Ａ） 

指定病床数 受入れ可能な病床数 

（Ｂ） 

 

（Ｂ－Ａ） 

① 2 1 1 -1 

② 2 0 0 -2 

③ 2 0 0 -2 

④ 2 2 0 -2 

⑤ 2 1 1 -1 

 

【第 2種感染症指定医療機関】                      （単位：床） 

都道府県 

都道府県内全ての二

次医療圏内の人口を

勘案した必要病床数

（基準病床数） 

（Ａ） 

全第 2種感染症指定

医療機関における

病床数の総和（指定

病床数） 

受入れ可能な病床数 

 

 

 

（Ｂ） 

 

 

 

 

（Ｂ－Ａ） 

① 96 92 92 －4 

② 34 34 30 －4 

③ 72 68 68 －4 

④ 12 10 10 －2 

⑤ 34 28 10 －24 

⑥ 22 18 18 －4 

⑦ 26 26 24 －2 

⑧ 36 36 34 －2 

⑨ 30 30 29 －1 

⑩ 24 20 20 －4 
 

（注）1 当省の調査結果による。 

   2 調査した 16都道府県のうち、管内の感染症指定医療機関における受入れ可能な病床数（Ｂ）が基準病

床数（Ａ）を下回る延べ 15都道府県（第 1種感染症指定医療機関に係る表の都道府県と第 2種感染症指

定医療機関に係る表の都道府県とが一部重複しているため、実数は 12都道府県）について整理した。 

   3 「受入れ可能な病床数」は、調査した 45感染症指定医療機関から結核病床のみを整備する 1機関を除

く 44機関において、実際に受入れ可能とした感染症患者等の人数を踏まえた感染症病床数である。 

   4 各病床数は、当省の調査時点（平成 28年 8月から 11月まで）の数である。 

   5 網掛け部分は、当該都道府県管内の指定病床数が基準病床数を下回ることを示す。 
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表 3－⑴－15 管内の感染症指定医療機関における指定病床数が基準病床数を下回る理由等 

【第 1種感染症指定医療機関】 

都道府県 指定病床数が基準病床数を下回る理由及びその代替措置 

① 

元々、第 1種感染症病床を 2床整備していたところ、平成 17年 1月に国が

当該 2床を特定感染症病床として指定したことに伴い、第 2種感染症病床を第

1種感染症病床に振り替えて 1床整備した。都道府県内に特定感染症病床が 2

床あることから、1類感染症患者等が発生した場合でも、その受入れに支障を

来たすことはないと考えているが、今後、新たに第 1種感染症指定医療機関を

指定し、第 1種感染症病床の不足を解消することを目指している。 

② 

平成 29 年度末までに第 1種感染症指定医療機関を指定（2床整備）予定。指

定されるまでの間、隣接する 2都道府県に所在する第 1種感染症指定医療機関

に 1類感染症患者等を移送することについて両都道府県と調整済み。また、両

都道府県の第 1種感染症指定医療機関に移送できない場合、特定感染症指定医

療機関に移送することについて当該機関の開設者である都道府県と調整済み 

③ 

平成 28 年度末までに第 1種感染症指定医療機関を指定（2床整備）予定。指

定されるまでの間、都道府県内で 1類感染症患者等が発生した場合には、近隣

の 2都道府県に所在する第 1種感染症指定医療機関のいずれかに当該患者等の

受入れを要請することとしており、両都道府県から承諾を得ている。 

④ 

平成 33 年度に第 1種感染症指定医療機関を指定し、第 1種感染症病床を 2

床整備する予定であったが、国から指定を急ぐよう指示があったことから、取

り急ぎ 1床指定した。不足する病床の代替措置として、近隣の 2都道府県と 1

類感染症患者等が複数発生した場合の受入れ協議を行っている。 

 

【第 2種感染症指定医療機関】 

都道府県 指定病床数が基準病床数を下回る理由 

① 
敷地面積や建設費の不足、病院経営への影響等により、病院開設者の同意が

得られないため 

② 
感染症指定医療機関として指定可能な機能を備えた総合病院が当該二次医

療圏に存在しないため 

③ 

指定候補の公立病院が含まれる二次医療圏には別途第1種感染症病床が整備

されており、当該二次医療圏の人口規模を踏まえると、特に不都合がないと考

えられるため（第2種感染症病床数が基準病床数を下回ることについて、厚生

労働省と協議済み） 

④ 
施設改築が困難であること、感染症の診療経験のある医師の確保が困難であ

ること等から、病院開設者の同意が得られないため 

⑤ 感染症の診療経験がある専門医等の確保が困難であるため 

⑥ 

配置基準では、人口30万人未満の二次医療圏は感染症病床を4床整備するこ

ととされているが、人口5万人程度の小規模な二次医療圏においても4床確保す

ることは困難であるため 
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（注）1 当省の調査結果による。 

   2 表 3－⑴－14において、管内の指定病床数が基準病床数を下回る延べ 10都道府県（第 1種感染症指定

医療機関に係る表の都道府県と第 2種感染症指定医療機関に係る表の都道府県とが一部重複しているため、

実数は 9都道府県）について、その理由等を整理した。 

   3  「指定病床数が基準病床数を下回る理由」は、当省の調査時点（平成 28年 8月から 11月まで）に当該

都道府県から聴取した内容である。 

   4 第 1種感染症指定医療機関に係る表の①の都道府県では、その後、新たに第 1種感染症指定医療機関と

して指定する病院が確保できたことから、所要の手続を進め、平成 32年度に第 1種感染症病床を新たに 2

床整備する予定であるとしている。 

   5 第 1種感染症指定医療機関に係る表の③の都道府県では、平成 29年 3月 24日に第 1種感染症指定医療

機関が指定されている。 

   6 第 2種感染症指定医療機関に係る表の⑤の都道府県では、その後、当該二次医療圏で未指定であった第

2種感染症指定医療機関の指定に向けた協議が進んでおり、平成 30年度末までには基準病床数どおりの病

床数を確保する予定であるとしている。 
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